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小学校高学年におけるリコーダーの演奏技能向上を
目指した完全習得型反転学習と評価
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1.　背景と目的

近年，反転学習や反転授業と呼ばれる授業形態が注

目を集めている．重田（1）は反転授業について「授業

と宿題の役割を『反転』させ，授業時間外にデジタル

教材等により知識習得を済ませ，教室では知識確認や

問題解決学習を行う授業形態のことを指す」と説明し

ている．通常，教師は授業内で児童生徒に知識を伝達

し，授業外で既習内容の復習を行わせて学習の定着を

図るが，反転学習の導入により，動画などを用いて事

前に一定の知識を得させておき，教室内で知識や技能

を「使う」活動を促し，学習の進度を速め，学習効果

を向上させることが期待される．

また，山内（2）によれば，反転授業には完全習得学

習型と高次能力学習型の 2 パターンがあることを指

摘している．完全習得学習型は，全員が一定の水準に

達することを目指し，はじめに学力を評価して，それ

に基づいて特別な処遇を適切に与えることで，全員

をある基準以上の成績に到達させることを目指してい

る．一方，高次能力学習型は，授業の目標を高次な能

力にシフトすることを目指している．

初等教育においては，いくつかの反転学習の成果が

報告されている．三井（3）は，小学校の自習時間で活

用できる動画の開発を行い，それを活用した授業を実

践している．その結果，動画を用いて自習を行った学

級と，動画を用いずに直接担任教師が指導を行った他

学級との間には学習効果に有意な差は見られなかっ

た．このことから，動画教材は直接教師が指導するこ

とと同等の効果が得られることが示唆される．

また，稲垣ら（4）は小学校算数科の第 6 学年「比例

と反比例」の学習において反転授業を行った際の，家

庭学習におけるビデオ視聴のログデータとノート作成

に着目して分析している．さらに佐藤（5）は，2012

年度に算数の反転学習を試行し，十分な学習効果が得

られたことを報告している．これらの報告から，小学

校高学年における反転学習は実践可能であることが示

唆される．一方で，稲垣ら（4）は現状ではその効果に

ついては十分な検証や実態把握がなされていないこと

も指摘している．

技能の向上を目的とした反転学習においては，大黒

ら（6）による気体検知管の実験操作技能を高めるマン

ガ反転学習用理科教材の開発がある．しかし，大黒ら
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